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【若い力】  スポーツで若い人たちを元気に・・・の願いを込めて 

体育大会の練習が始まり、１０日ほどたちました。学年演技の音楽や、行進曲、足踏みの音がよく

聞こえてきます。「若い力」という歌も練習しています。今さらですが、「なんでこの歌を歌うのか

な？」と思ったので調べてみました。 

「若い力」は、戦後間もない1947年の「第2回石川国体」に合わせ、「国民体育大会歌」としてつく

られました。1945年の終戦の翌年開かれた第 1回国体は京阪神を中心とした分散開催で約5千

人が参加。1947年の第 2回国体は石川大会で、全都道府県（沖縄県を除く）から約 15,000人が

石川県金沢市に集まり、開催されました。終戦の傷跡が色濃く残る中、石川県での単独開催が実現し

たのは、金沢が戦禍を免れた「非戦災都市」だったことが大きな要因でした。 

 「若い力」は、スポーツをする環境はおろか、食糧も十分でない中、心をひとつに日本を再建し、若

い人たちが夢と希望を持てるようにがんばろうという願いを込めて、この第 2 回国体に合わせて

つくられました。 （金沢文化スポーツコミッションHPより） 

戦争で廃墟となった長崎や広島は、現在、当時の姿からは想像もできないくらい復興しています。

今の繁栄は当時の人たちの努力なしにはあり得ません。この歌は、戦争が終わり、これからの社会

を平和で豊かなものにするため、みんなで頑張ろうという、思いや願いのこもった歌なのです。こ

れからの時代を築くのは皆さんです。是非この歌に込められた思いを知りながら、歌ってほしいと

思います。 

ちなみに、金沢市では、「若い力」に振り付けがあり、 

集団演技として、毎年小学校６年生が集う 

連合体育大会で全児童による演技が 

披露されているそうです。 

（金沢市スポーツ遺産認定） 



【土曜学習会スタート】 

９月９日（土）本年度の土曜学習会がスタートしました。土曜学習推進委員の谷野さん、池田さんの

ご指導のもと、黙々と自身の課題に取り組んでいました。申し込みは随時受け付けています。自分

の予定に合わせて参加してください。 

 

 

 

 

 

【コロナ・インフル】  

  今週に入って他校でインフルエンザで学級閉鎖が出たり、校内でインフルエンザ、コロナに罹患

した生徒が増加たりしているという知らせを受けています。松崎中学校では、どちらもそれほどた

くさんの生徒が感染している様子はありません。しかし、今週末には多くの運動部で新人戦が予定

されています。また、来週末には体育大会が予定されています。 

 以前のような扱いではありませんが、報道によると、全国的に感染が少しずつ広がっているよう

です。今一度、基本的な感染症対策を見直し、感染拡大防止に努めましょう。 

①  手洗い、うがい、手指消毒等の励行 

②  教室等の十分な換気 

③  熱中症のリスクも考慮に入れながら、 

マスクの適切な着脱   9月１２日 神戸新聞 

【校長推し本】 

「考える。動く。自由になる。」 

15歳からの人生戦略  工藤勇一 実践教育出版 

￥１６５０ 

親子で読める人生哲学の本。 

 

 


